
●事の発端は、上関原発計画で最も影響を

受ける祝島漁民の海上ボーリング調査への

同意を得ることなく、中電が山口県知事に調

査のための一般海域占用許可申請をし、知事

がそれを許可したことです。 
 

道路工事で、土地所有者の同意もないのに

調査や工事を行えないのと同じことです。 

上関原発計画の現状報告 

           山口県民の皆様へ    
              

 

号外 

●中電が、ボーリング調査に関する占用許可申請の際、祝島漁民を利害関係

人に含めなかったことは、財産権を侵してはならないと定めている憲法２９条に

違反しており、また、「公共用地の取得に伴う損失補償基準要綱」（閣議決定さ

れた補償基準）にも違反しています。 

●山口県は、中電の違法な申請にもかかわらず「一般海域占用許可」を出しま

した。県も中電と同様に、憲法２９条及び「公共用地の取得に伴う損失補償基

準要綱」に違反しています。 

●中電が埋立免許や一般海域占用許可を得ても、埋立・調査により損害を受

ける者に対して補償をしなければ、埋立・調査に着手できません。祝島漁民は

補償金を一切受け取っていません。 

●中電は、埋立・調査の根拠は 2000 年の補償契約と主張していますが、債権

の消滅時効は十年（民法１６７条）ですから、2000 年の補償契約に基づいて埋

立・調査を行う権利（債権）は、すでに消滅しています。 

●そもそも、２０００年補償契約で２０２１年ボーリング調査を予想することも、補

償額を算定することもできていたはずはありません。 

2022.01.28    

★中国電力（株）の上関原発 

「海上ボーリング調査」は 

祝島漁民の権利を無視！ 
 

中国電力株式会社（以下、中電）は、昨年 6

月 29日より 10月 4日にかけて上関原発建設

予定地の海域で海上ボーリング調査を強行して

きましたが、一転して 10月 5日、調査を中断す

ると発表しました。 

 
 

漁民の権利を無視したボーリング調査に抗議 !  

★ 山口県、中電は、憲法２９条違反 

支援と監視に集まった皆さん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 
原発道路拡幅工事中 工事費は非公

開で数十億円と言われています。 

写真↑2018,11,18・長島トンネル開通  

長島トンネル 

延長 396m・幅 6.5m・高さ 4.5m 

建設費の約 13億円は中電が全額負担

しています。 

発行者   上関原発を建てさせない山口県民連絡会      事務局  安藤 公門  電話・080-6331-0960 

中電は、2019～21年と３年連続で田ノ浦での

「海上ボーリング調査許可申請」を山口県に提

出、村岡知事はこれを許可してきました。 

しかし祝島漁民には漁場である田ノ浦の海で漁

を続けています。なぜなら祝島の漁民はボーリン

グ調査に同意もしていないし、補償金も受け取っ

ていないからです。 

漁業権は漁民の財産権＝生存権です。 

山口県が許可し県漁協が同意したと言っても、

祝島漁民からの同意取得と補償がされない限りボ

ーリング調査は出来ません。 

そこで中電は、2014年山口地裁で祝島島民の

会・祝島漁民３８人との間で結んだ和解条項を引

き合いに祝島漁民に調査を受忍する義務があると

主張してきました。その裁判は、2009年に中電

が平生町の田名埠頭から９基のブイを田ノ浦の海

上へ設置しようとした時、祝島漁民が身を挺して

海を守ろうとした行為を中電が裁判に訴え、2014

年に和解が成立したものです。 

しかし、和解条項には「適法に埋立てに関する

工事を再開したとき」という前提条件があり、適

法な埋立てのためには、祝島漁民に補償しておく

ことが必要です。補償を支払っていない違法な埋

立てに対して受忍義務はありません。 

トンネル出口（四代側） 

ボーリング調査の経緯       原発道路工事急ピッチで進行中 

★中電、上関原発建設に向けて始動中 

田ノ浦海岸から祝島をのぞむ 


